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2025年３月期通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2024 年５月 13 日に公表いたしました 2025 年３月期の通期業績予想と本日公表の実績値に差異が

生じましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．業績予想と実績値の差異について 

2025年３月期 通期連結業績予想と実績値との差異（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する  
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 13,469 229 259 113 28.67 

実績値(B) 14,126 146 285 80 20.45 

増減額(B-A) 657 △83 26 △33  

増減率(％) 5 △36 10 △29  

(ご参考)前期実績 
(2024 年３月期) 13,010 △11 55 △104 △26.47 

 

 

2025年３月期 通期個別業績予想と実績値との差異（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 

売上高 経常利益 
当期 
純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 8,488 147 33 8.39 

実績値(B) 8,890 321 217 55.11 

増減額(B-A) 402 174 184  

増減率(％) 5 118 558  

(ご参考)前期実績 
(2024 年３月期) 8,375 0 △126 △32.02 

 

  



 

 

２．業績予想と実績値との差異の理由 

 通期連結業績につきましては、原材料費や資材費、エネルギー関連商材などの価格高騰によるコ

スト上昇が継続していることや、魚類養殖子会社で高水温期に発生した魚病により歩留りが低下

した影響で収益が悪化したことなどにより、営業利益は予想を下回る結果となりました。また、カ

レールー製造子会社における減損損失を計上したことなどから、親会社株主に帰属する当期純利

益は前回予想を下回る結果となりました。 

 通期個別業績につきましては、付加価値の高い製品群や海外向け製品の販売拡大に注力する取

組みの効果などにより、経常利益及び当期純利益は前回予想を上回る結果となりました。  

 

以上 

 


